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別記様式第 4号 

会 議 等 結 果 報 告 書 

会議区分 会 議 ・ 打合せ ・ 協 議 
文書番号  

決裁期日 令和 2年 1月 30 日 

名 称  令和元年度社会教育委員兼公民館運営審議会委員会議（第 4回） 

日 時 令和２年１月２８日（火）１８時００分～１９時２０分 

場 所  社会教育総合センター 大集会室 

出席者 

 委員１３名 小山田、中川、大西、和田、佐川、冨田、稲毛、高松、濱口 

北向、仲島、鶴谷 

事務局９名 教育長、教育振興課長、社会教育班主幹、北川主査、長谷川主査、

島田主事、管野主事、轟木主事、岸主事 

内 容 

会議の内容要旨 

１ 報告事項 

 ・令和元年度社会教育関係事業実施(12 月～1月分)及び社会教育施設整備の実

施報告について 

２ 協議事項 

 ・第 9次社会教育中期計画令和元年度社会教育事業の検証・評価（各部会）に

ついて 

３ その他 

 

稲毛委員長：報告事項について事務局より説明を求める。 

事務局：3 頁の社会教育関係事業実績（議案発送後に開催された事業の人数等も

報告）について報告。 

（各委員特に意見無し） 

稲毛委員長：協議事項について事務局より説明を求める。 

事務局：第 9次社会教育中期計画令和元年度社会教育事業の検証・評価を各部会

に分かれ 18時 50 分まで実施、その後全体で報告をお願いする。 

(18 時 10 分～18時 50 分まで３部会に分かれ協議) 

稲毛委員長：協議事項について部会長より報告を求める。 

第１部会長：公民館講座 天体観望会で開設した結果 0人の日が 2日ある。事前

の出席確認等運営方法に工夫を。青少年海外派遣育成事業は参加者が事業後に

英語の成績が上がった、周囲への影響など成果確認すべき。また抽選で選考も

成績優秀者や意欲のある者が漏れる選考方法も課題がある。 



内 容 

第２副部会長：青少年文化芸術大会等参加報奨金は励みになっているので今後も

充実を願う。事業については全て継続。  

第３部会長：スポーツ賞の表彰、奨励賞は対象者をもれなく把握に努める。大会

等参加人数の減少は団体の都合あるが、将来の減少は参加者の要望を共有し計

画的に反映してほしい。芝の改善でパークゴルフ場利用者増のように改善点あ

れば実施してほしい。事業については全て継続。 

（各委員特に意見無し） 

稲毛委員長：委員に一言意見をいただきたい。 

小山田委員：上富良野インフォメーションいいとこ討論会あり町内外から 60 名

参加だった。児童生徒レベルならどうなるか想像してみた。 

中川委員：上中美術の学習成果を社教センターに展示。評価をいただいたので学

校に掲示した、生徒にためになった。 

辻委員：上高は地域の関心が高く感謝、入試倍率が 0.8 倍。海外派遣事業に 2人

派遣していただき一回り大きくなった。 

大西委員：年始から上富良野が全国に出てうれしかった。成人式で狂言実施した

が演者が道内で上富良野のみ在住しており町民に知ってもらいたい。狂言を知

る会 2/1 10 時神社で実施、参加募る。 

和田委員：第一線退いてからは社会教育にささげたい。高齢者代表として意見し

たい。 

冨田委員：成人式出席して記念講演良く感動した。2/2 雪まつり女性連絡協議会

で振る舞い手伝い実施。来場願う。 

佐川委員：スポーツ協会派出で色んな会合に出席している。勉強していきたい。 

北向委員：郷土をさぐる会も高齢化し後継者募集。お手伝い等でも募集している。 

高松委員：農業者代表、東中中閉校で獅子舞継承しているが参加者募集している。 

濱口委員：よろしくお願いする。 

鶴谷委員：仕事で遅れるが出席していきたい。 

稲毛委員長：その他について事務局より説明を求める。 

事務局：次回会議日程３月２３日(月)18 時から予定 

（各委員特に意見無し） 

稲毛委員長：正式には案内文書にて確認することとする。 

 

(終了) 

 


